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支援成果と今後の展望

支援のポイント 相談者の声

地域を挙げて
の支援

サバ缶が大ヒット
漁獲低迷を乗り越え
地域の新ブランド誕生

出荷可能なサイズのサバの
水揚げが低迷

サバ漁獲量が減少 事業全般のノウハウが不足 小型魚活用のサバ缶事業化 新販路など経営課題も解決

県内には他にも原料調達に悩む会社が多いことから、同社の新商品開発にと
どまらず、地域全体のプロジェクトとし、新たなモデル創出を目指して取り組
んだ。COは専務と共同でマネジメントを行い、専務に事業化と経営のノウハ
ウを提供できるように心掛けた。

自社だけではノウハウが乏しく、限界があった。COと県
の支援を得て開発を進め、成功できた。新しい販路もでき、
自信を得て、今後へとつなぐことができた。

地域を代表する水産加工会社

昭和27年創業の八戸市を代表する水産加工会社の一つ。鮮魚や冷蔵庫原料のほかに、
しめサバなどサバ加工品を主力商品としてきた。ところが八戸港のサバの水揚げが大き
く低迷し、危機的状況に。新商品の開発が急務だが、相談者である専務は異業種出身で、
事業のノウハウがない。将来の事業承継も見据え、当拠点へ相談に訪れた。

主力商品が
危機的状況に
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新商品開発が急務 地域をあげて開発支援 斬新なサバ缶が大ヒット
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売上拡大 青森県よろず支援拠点 製造業 従業員100人以下

サバ水揚げ
低迷

小型サバ活用のサバ缶が20万缶の大ヒット
地域全体へのプロジェクトとして波及効果も

漁獲量低迷に直面する中、小型サバに着目し、新商品のサバ缶を開発、大ヒッ
トさせた。事業を通じて販路開拓、利益率改善、ブランド育成などの経営ノ
ウハウも得られた。また、地域を挙げて支援を行うモデル事業にもなった。次
の新商品の開発は若手主体で取り組むことで、次代の育成も支援している。

事業ノウハウ
がない

専務は元地元新聞記者。
事業ノウハウがない

将来の事業承継を視野に
経営ノウハウも必要

地域課題として県や産業技術セ
ンター、知的財産支援センター
の協力も得られた

小型サバは一定の漁獲あり。
脂乗りも良く高品質

関係支援機関による連携支援の結
果、会社と地域のブランド力が向上。
漁獲低迷を解決するモデル事業とし
て、地域にも貢献できた。

新事業開発における、一連のマネジメン
ト、ノウハウを獲得できた。従業員への人
材育成にも生かしながら、その後の継続
的な商品開発が続いており、経営のみなら
ず、会社全体のレベルアップにつながった。

発売1年間で約20万缶出荷の大ヒッ
ト。地元百貨店でギフト売上No.1。
サバ缶らしくない斬新なネーミングや
パッケージ、プロモーションで、マスコ
ミやSNSで話題に。受賞歴も多数。

サバ缶を事業化へ
小型でも活用可能なサバ缶を事業化
することに。世界の味と組み合わせた
斬新な商品とし、差別化をはかった。

青森県が全面協力
県の部門と専門組織がレシピ開発、
工業化、販路開拓、ブランド育成など
全面協力。地域プロジェクトとして取
り組んだ。

プロジェクトを通じてノウハウ提供
COはプロジェクトリーダーとして、サ
バ缶製品化のアイデア、新ブランドづ
くり、広報など、事業全般についてア
イデアやノウハウを提供。


